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理
工
学
部

１０
月
１２
、
１３
の
両
日
、「
石

鳳
祭
２
０
１
３
」
（
小
室
遼

介
実
行
委
員
長
∥
理
工
３
・

宮
城
県
古
川
学
園
高
）
が
本

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

ば
く
し
ん

た
。
今
年
度
は
「
驀
進
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
や
研
究
成
果
の
発

表
・
展
示
が
行
わ
れ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
多
く
の
学

生
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々

ら
が
来
場
し
、
大
い
に
に
ぎ

わ
っ
た
。

【
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

１２
日
は
開
会
を
告
げ
る
祝

砲
の
後
、
「
中
昼
祭
」
「
フ

リ
ー
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
翌

１３
日
に
は
「
ミ
ス
タ
ー
石
鳳

コ
ン
テ
ス
ト
」
∥
写
真



、
「
キ
ッ
ズ
チ
ア
＆
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
」
「
後
夜
祭
」
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

【
屋
外
】

学
生
団
体
な
ど
の
模
擬
店

が
建
ち
並
び
∥
写
真


、

来
場
者
を
も
て
な
し
た
ほ

か
、
地
場
産
品
フ
ェ
ア
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
催
さ
れ

た
。

【
教
室
・
森
口
記
念
館
・
体

育
館
】

２
、
４
号
館
の
教
室
で
は

企
画
展
示
が
行
わ
れ
、
ゼ
ミ

や
研
究
室
、
サ
ー
ク
ル
が
研

究
の
成
果
を
発
表
し
た
。
森

口
記
念
館
で
は
現
代
芸
術
研

究
会
と
合
唱
部
の
ラ
イ
ブ

が
、
体
育
館
で
は
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ダ
イ
ス

ケ
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
開

催
さ
れ
た
。

◇

今
年
は
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
の
ワ
タ
ナ
ベ
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
自
社
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
東
日
本
大

震
災
Ｗ
Ａ
Ｅ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
～
輪
へ
～

今
こ
そ
団
結
！
』
」
の
一
環

と
し
て
企
画
な
ど
に
全
面
協

力
。
多
く
の
タ
レ
ン
ト
が
駆

け
付
け
、「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」

（
１３
日
）
を
催
し
た
ほ
か
、

「
ミ
ス
タ
ー
石
鳳
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
お
笑
い
コ
ン
ビ
の

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ズ
が
司
会
を
務

め
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１

３
」
が
１０
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
た
。
多

く
の
卒
業
生
が
母
校
を
訪
れ
、
恩
師
や

同
窓
生
と
再
会
し
、
旧
交
を
温
め
た
∥

写
真
。

学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
坂
田
隆
学
長
、
甘
竹
秀

雄
専
修
大
学
校
友
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
、
卒
業
生
た
ち
の
再
訪
を
歓
迎
。

伊
東
孝
浩
石
巻
専
修
大
学
同
窓
会
長
の

発
声
で
乾
杯
し
、
開
宴
し
た
。
開
学
２５

年
目
の
今
年
は
、
１
期
生
が
卒
業
２０
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
当
時
の
教
員
も
多
数
出
席
。
卒
業

生
た
ち
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
。

１０
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
た

「
学
生
自
動
車
研
究
会
整
備

コ
ン
テ
ス
ト
」
（
主
催
∥
公

益
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会

東
北
支
部
学
生
自
動
車
研
究

会
）
に
理
工
学
部
機
械
工
学

科
の
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
の

４
年
次
生
が
出
場
し
、
昨
年

に
続
い
て
１
位
か
ら
３
位
ま

で
を
独
占
す
る
好
成
績
を
収

め
た
。

入
賞
し
た
の
は
次
の
３
組

（
敬
称
略
）。

▽
１
位
∥
伊
深
大
祐
（
宮
城

県
東
北
工
業
大
学
高
）
／
佐

藤
俊
樹
（
宮
城
県
東
北
工
業

大
学
高
）
組
▽
２
位
∥
樫
崎

拓
海
（
宮
城
県
仙
台
育
英
学

か
え
り

や
ま

園
高
）
／
歸
山
祐
史
（
青

森
県
八
戸
工
業
高
）
組
▽
３

位
∥
瀬
戸
悠
矢
（
宮
城
県
松

島
高
）
／
奥
津
勝
太
（
宮
城

県
石
巻
西
高
）
組

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
２
人
一

組
で
参
加
し
、
灯
火
装
置
の

点
検
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

よ
る
安
全
運
転
診
断
、
学
科

テ
ス
ト
な
ど
を
通
し
、
自
動

車
に
対
す
る
技
術
や
知
識
を

競
う
。
本
学
か
ら
は
１１
組（
２２

人
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
井

深
・
佐
藤
組
は
総
合
７３
点

（
１
０
０
点
満
点
）
で
、
栄

誉
を
勝
ち
取
っ
た
。

伊
深
さ
ん
は
「
佐
藤
君
と

協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
生
か
し
、
こ
れ
ま

で
学
ん
だ
知

識
や
技
術
を

発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
励
み
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
重
ね
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
た
。

本
学
の
共
創
研
究
セ
ン
タ

ー
が
主
催
す
る
「
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
大
学
の
パ
ワ

ー
を
生
か
し
た
震
災
復
興
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
つ
た

え
る
・
そ
な
え
る
・
立
ち
上

が
る
～
」
が
１１
月
２
日
に
開

催
さ
れ
た
。
学
外
の
教
員
２

人
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
学

内
外
の
学
生
に
よ
る
活
動
報

告
を
通
し
、
大
学
の
持
つ
パ

ワ
ー
を
生
か
し
た
震
災
復
興

を
考
察
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
文
部

科
学
省
の
「
大
学
等
に
お
け

る
地
域
復
興
の
た
め
の
セ
ン

タ
ー
的
機
能
整
備
事
業
」
に

採
択
さ
れ
て
い
る
本
学
の

「
石
巻
専
修
大
学
に
お
け
る

復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
的
機

能
整
備
事
業
」
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
南
海
ト
ラ
フ
大
震

災
の
対
策
を
進
め
て
い
る
静

岡
大
学
、
高
知
工
科
大
学
か

ら
教
員
と
学
生
を
招
き
、
各

大
学
の
防
災
教
育
や
学
生
の

意
識
に
関
す
る
報
告
が
行
わ

れ
た
。
本
学
か
ら
は
今
年
３

月
に
ブ
ル
ネ
イ
を
訪
問
し
、

復
興
状
況
を
伝
え
た
佐
藤
理

可
さ
ん
（
理
工
２
・
宮
城
県

宮
城
野
高
）
、
熊
地
麻
友
子

さ
ん（
理
工
２
・
宮
城
県
工
業

高
）
、
鴇
田
李
夏
さ
ん
（
理
工

２
・
宮
城
県
明
成
高
）の
３
人

が
登
壇
。
震
災
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
し
、
被
災

地
の
学
生
が
で
き
る
こ
と
、

す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
∥

写
真
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

親
睦
を
深
め
る

毎
年
恒
例
の
「
理
工
学
部

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
１０
月
１０

日
、
本
学
の
全
天
候
型
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。
同
学
部
の
教
員
と
全
学

生
が
参
加
し
、
学
年
、
学
科

を
超
え
て
親
睦
を
深
め
た
。

今
年
度
は
リ
レ
ー
と
サ
ッ

カ
ー
の
２
種
目
で
熱
戦
が
展

開
さ
れ
、
リ
レ
ー
は
生
物
科

学
科
が
、
サ
ッ
カ
ー
は
機
械

工
学
科
が
優
勝
。
リ
レ
ー
で

も
健
闘
し
た
機
械
工
学
科
が

総
合
優
勝
を
果
た
し
、
島
田

了
八
教
授
か
ら
代
表
の
内
海

貴
博
さ
ん
（
宮
城
県
多
賀
城

高
）
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
品

が
手
渡
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
公
開
収
録

や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
多

く
の
企
画
を
集
中
開
催
す
る

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
復
興
サ
ポ
ー

ト

明
日
へ

ｉ
ｎ

石
巻
」が

１０
月
２０
日
、
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
で
催
さ
れ
た
。
石
巻
市
内

外
か
ら
約
４
５
０
０
人
が
来

場
し
、各
企
画
を
楽
し
ん
だ
。

本
学
の
教
員
、
学
生
も
独

自
の
企
画
を
展
開
。
人
間
学

部
で
は
未
就
学
児
を
対
象
と

し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
企
画

を
実
施
し
、
学
生
が
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
た
∥
写
真
。

ま
た
、
い
し
の
ま
き
ワ
ン

セ
グ
が
公
開
収
録
番
組
の
１

つ
「
ミ
チ
コ
靖
子
窈
の
女
子

会
」
の
出
演
者
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
た
特
別
番
組
を
放
送
し

た
ほ
か
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で

制
作
さ
れ
た
石
巻
市
沿
岸
部

の
復
元
立
体
模
型
も
展

示
さ
れ
た
。

屋
外
で
は
「
東
北
発

★
未
来
食
堂
～
究
極
の

炊
き
出
し
を
つ
く
ろ

う
」
の
ブ
ー
ス
に
、
経

営
学
部
・
石
原
ゼ
ミ

（
石
原
慎
士
教
授
指
導
）

が
「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ

ン
」
を
出
店
。
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
好
評
を

得
て
い
た
。

１１
月
３
日
、
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
東
北
２
０
１
３

ｉ
ｎ

宮
城
・
三
陸
」
（
河
北
新
報

社
、
ヤ
フ
ー
主
催
）
が
開
催

さ
れ
た
∥
写
真
。
こ
れ
は
本

学
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地

点
と
し
、
自
転
車
で
石
巻
市

～
南
三
陸
町
間
を
往
復
す
る

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、
全

国
か
ら
約
１
３
１
４
人
が
参

加
。
本
学
か
ら
も
坂
田
隆
学

長
ら
教
職
員
３
人
と
、
学
生

８
人
が
出
場
し
、
被
災
地
の

今
を
目
に
し
な
が
ら
、
自
ら

の
足
で
沿
岸
地
域
を
走
り
切

っ
た
。

初
級
か
ら
上
級
ま
で
の
３

コ
ー
ス
中
、
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン

ド
（
１
６
０
�
を
規
定
時
間

内
で
走
破
す
る
上
級
コ

ー
ス
）
を
完
走
し
た
草

野
浩
太
さ
ん
（
理
工
３

・
福
島
県
相
馬
高
）
は

「
上
り
、
下
り
が
激
し

い
長
い
道
の
り
で
し
た

が
、
美
し
い
景
色
や
沿

道
の
声
援
に
励
ま
さ
れ

て
完
走
で
き
ま
し
た
。

最
高
の
１
日
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し

た
。

４
５
０
０
人
来
場

学
自
研
整
備

コ
ン
テ
ス
ト

昨
年
に
続
き
１
～
３
位
独
占

Ｎ
Ｈ
Ｋ
復
興
企
画

石
鳳
祭
２
０
１
３

に
ぎ
わ
う

テーマに

▲ 入賞した３組（前列）を中心に、健闘した出場者たち

驀進驀進

坂
田
学
長
も
参
加

ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北

学
生
が
で
き
る
こ
と
、す
べ
き
こ
と

ホーム
カミングデー

震
災
復
興
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

旧交温める
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